
大歳の自然



‖　位置

現在､山口市の大歳地区と呼ばれる地は､昔の吉敷郡大歳村である｡昭和十九年(1九四四)四

月一日､平川村などと共に合併し､山口市の一地区となっている｡その大歳地区は､山口県最大の山口盆地の南西部(山口市の中央部やや西寄り)四キロメートルであるが､東方に行くにしたがって狭くくさび形をしている｡(図1-1)

大歳地区の経緯度的位置についていえば､地

区のほぼ中央にあたる山口市役所大歳出張所
(大歳公民館)　の立地する場所は､

東経　l三1度二六分三二秒北緯　　三四度　八分四四秒

であるo

地区の東側は湯田地区の松美町二二和町に､
北側は湯田地区の前町･下市町･湯田温泉二丁目および吉敷地区の英一丁目･中村･木崎に接している｡西側は美祢郡美東町･吉敷郡小郡町

に位置しており､

東西約七キロメートル'南北約

あせんばb,,JぎわねはたぜやまたかばJJiとけ

に接し､阿仙原の奥の鷺尾根から棺木山　(四一五･九メートル)･高場山　(一四五メートル)･的場山･山口県流通センターから植野川へと至る線が小郡町との境界となっている.南側は椙野川を境に平川地区の平井･黒川および小郡町と接している｡(図1-1)
日　面積･人口

地形は植野川に沿った平野部と馬庭･河内の山間部からなるくさび形をなし､総面積は一〇･八

二平方キロメートル　(国土地理院測定)　である.いま山口市を構成する地区別の面積は表1-1のとおりで､旧市内　(大殿･白石･湯田)　を除けば､名田島地区についで小さな地区である｡土地の利用状況は表112のとおりで､合併後の都市計画､特に戦後ベッドタウンとしての宅地開発が進み農地が減少しっつあるo

人口は'平成十二年実施の国勢調査によれば､1　1九七l人､人口密度は1　1〇六･四　〔人/辛

方キロメートル〕　である｡これは､昭和十九年　(一九四四)　合併時の約四倍､昭和五十年に比べ約二倍と大きく増加している｡(表1-3)

表1-1

山口市地区別面積表

(山口市統計年表)
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衰1-2　土地利用状況　　　　　　　　　　　　　平成7年

区分 冤ｩ������構成比(冗) 

農地 �#�R�"�l9.9 

山林 鉄x�ﾃ�纈�53.1 

水面 �3B�"�3.2 

21.2 �"ﾃ��

住宅用地 涛��"�8.4 

商業用地 ��b�"�1.5 

工業用地 �3"�"�3.0 

4l.3 �2繧�

道路用地 �3b縒�3.4 

4.9 ��絣�

0 ���

その他空地 ��B���1.3 

A計 ��ﾃ��"��� 

※地形図計測による　　　　　　　　　　　　　　LllrjrIJ都巾計画課

表1 -3　大歳地区の人口推移　　　　　　　　　　　　　　　　(国勢調査による)

調査年 膝B�2b�男 剌� ��ﾈﾏｸﾇb���ﾈﾏｹjy7ｉ�ﾂ�｢��

大正14(1925) 免茲�1144 �1179 �#3#2��#�B縒�

1リ〕 ��#�2�鳴s#C2�2456 �-227.0 

534 ��3�2���3�r�2610 �'241.2 

526 ��#3R���#���2525 �233.LI 

5m ���cB���Ccr�26:il �243.2 

645 ��6ﾓ����佑c��� ��唐�286.3 

716 ��cSB���s3"� �3ッ�312.9 

883 �$�#2��#����4131 � 塔�繧�

9'2JZ ����2��#�sR�3988 � 牝ご���

1209 �#�c���#S�R�4674 �432.0 

1336 �#�cb��#3S��11川 �417.4 

1847 �#cc��氾#�#r�5595 �517.I 

2524 ��4分3 �3cヲ�Tlヽ∵ �663.8 

'28212 ��tr7ti 鼎�Cr�80123 �741.5 

3576 鼎S32�鼎����9442 �872.6 

4585 鉄#Sr�鉄Cモ�1(ー745 �993,1 

5785 �6213 棉DｧD｢�����b紕�

(紘)昭和19年調査の数は､ 2月2jE]実施の人L]調介による.この年4月1 Elに大歳村は小郡町､

阿知須町､平川･陶･名Lu島･秋根　HJ･粛川･件山の各村とともに山口市と合併した.
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⇔　行政区画と地名

大歳地区の行政区画の変遷については歴史編に譲るが'明治二十二年　(l八八九)　四月1日　｢市

町村制｣の実施によ.って､それまでの矢原村と朝田村は合併して｢矢原朝田村｣となった｡この時旧村名は大字として残され'旧来の小村名は字となった｡

大字矢原･･･富田原･今井･上湯田･上矢原･中矢原･下矢原･下湯田･高畑大字朝田･･･黒川市･岩富･坂東･勝井･法満寺･高井･三作･和田･朝田･河内･馬庭･

阿仙原

(表紙裏の地図参照)

昭和四十年　(一九六五)　六月､｢住居表示に関する法律｣　にもとづいて､大歳地区でも新町名が
施行され､富田原町･今井町･穂積町･若宮町･周布町･幸町･宝町･矢原町が生まれた｡

現在の行政区画は'次の三十一の自治会からなっている｡

すふ

大字矢原･･･豊国マンション･富田原･今井上･今井下･上湯田上･周布団地･上場田中･上場

田下･穂積県営住宅･上矢原･中矢原･矢原住宅･矢原第二住宅･下矢原･西矢原･下湯田･矢原宿舎

大字朝田･･･黒川市･岩音･坂東･鴨原･勝井･三作･高井住宅上･高井住宅下･和田･朝田･

河内･馬庭･山口朝田ヒルズ･朝田県営団地



こあぎはのぎ

小字　(穂ノ木)地名は､｢古代語(文化)　の化石である｣といわれている｡つまり､地名は言語と同時に発生し
た古代人たちの言葉(思考)であり､無形の文化遺産なのである｡その中で､今ではあまり用いられていないが､それぞれの時代に'それぞれの土地に生きた我々の祖先が､日常生活のなかで自然発生的に名付けた土地の名に　｢小字｣というものがある｡｢穂の木｣ともいわれ､そのひとつひとっには庶民の生活が刻まれており､庶民の生活をさぐる重要な手掛かりになるものがある｡ここに､耕地･宅地について明治二十年に作成された｢土地台帳｣から大歳地区の　｢小字｣を収録すると､次の三三四である｡

大字矢原

は･T　だ　　しまむり　　とEt tJはh　かECLi,tlむ･^　そとむ-　はJ,む･,　かp〟とみたば･-　のぼ　　だて　　1　11　だ　　かみむかいはh LもむJ　　;-ちようだ

原田　嶋村　富田原　上柑村　外村　原村　上官田原　上り立　内田　上向原　下村　壱町田
い£いなか　　いまいかみ　　おわたかせき　　ぱくろ　ノざ　　れ　て　の　き　　さんけんや　　LJカたむト　　む　1J i,　た　か　た　　めprJくrいち　　むかいがLち

今井中　今井上　大高関　馬喰座　宛ノ木　三軒屋　高田村　麦田　高田　朝倉市　向河内
いよいにし　　いま=しも　　しもとEtたばし　　ほTみひかし　　はプ　み　　かみや･<7蒜はり　　とりいL JIJ　か　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　｣　た　ん　i,

今井西　今井下　下富田原　穂積東　穂積　上柳原　飛石　高掃け　下田　朝倉市下　五反地
かみの1ば　　いし'～)　　で･r tJ r pp　き　　たかげIJ　　いけや　し　さ　　やなぎmJ　　すいとう　　ひがしどい　　に　L IJ　い　　め　み　L,-J　う　　せんすわっ

上ノ坪　石祐　寺田　鈴木　高閲　池屋敷　柳原　水道　東土井　西土井　阿弥陀堂　千周防
とうSん　　さくIぎ　　つ　き　だ　　YJ　ん　た｡　し　の　っ　ぽ　　へいろく　　すりむ=　ひ　の　く　ち　　うま=た=　ひがしまえば;　･Atlみてかみ　･qるみや

堂面　桜木　築田　三田地　四ノ坪　平六　介宗　樋ノロ　馬渡り　東前原　古宮上　古宮
-l LJそとふる九や　みしまがいrJv　あかぎめん　くりカっ　　いちくろたけ　なかでぼり　-えます　み　や　へ　ごS　つばし～-　みやのはり　やvLんもと

土手外古宮　三嶋開作　青木面　蔵光一畔竹　中矢原　末桝　宮部　五ノ坪下　宮ノ原　疫神元
かわぞい　　なかのっぽ　　しぼむ:　　に　と　た　い　　ひが↓1･とだい　　き州うへえむし　　はrたんたか,tl i.かまえばし　　かめえび,,ばh PJrてとえび.,ばっ

河添　中ノ坪　芝村　二斗代　東二斗代　久兵衛村　八反田上　中前原　上戎原　場外戎原
...っ~,.　.T;　　二･　.　　p･.　･　･　　　P.　　p･r･　　　-･　　　..　　　　　　　_.　.･,_,　　,.

戎原下　前原下　八反田下　綿屋　蔵道　墓原　船原　弐斗代下　流田　上堀河内　下井筒　井筒
-か　む　け　みやのうしろ　J　は　し　も　み!山rえ　い　な　り　　1　b-　た　はな　　>J　　は‥1れん　み√ノ､　みやの沃A　そ,～]く　てしかわー

高無毛　宮ノ後　久保下　宵ノ上　稲荷　久保田　花の木　八光面　水附　宮ノ前　惣作　寺河内
..･..　　:　　=　　　.‥　　､･　　　　　･･　　　...　r･　　　　　　　:　　　,..　　･･.　　　･　.1　　　　.′･　　･...

宮ノ下　吉光　高畠　杵ノ振　大呑　中堀河内　下湯田　向畠　砂田　久保河内　大歳　堀川
._∵　｢.　　･■卜_　･　　　･･　　･　　　　　　　　･　　　　.　　　　　　　･.　　..　　　　　　.　　7-　;

南大森　下堀河内　塚田　楳田下　甚左田　楳田　五反田下　河田　五反田　向原

大字朝田

.blむ㌧　つ>は:　み1日:山:　ト八･Jい　　いわ～み　ひが-カLV…　-は～し　ーはきかれ11　はーめん　　)　そ　げ-　み　と　;　小　に｣とS

河原　詰村　次原　宮原村　珍才　岩富　東川久保　芝村　椿河内　橋面　古曾坊　見取尾　西殿卜4..　｡....ト　･_.　　　,　･　/L　　　.　　　　　　　　　.･-　･　　-.　　L　　･　･.　L L.　.　　.～.,馬場　南河内　沖村　古曾　東殿　出口　開作　行久　森河内　梅の木　坊河内　下r田　上丁田
._､ ■.　･.　　･.　　　,　｣.　　　･･　　　　　　　　　　+　･　　･･　　r T　　　　　　　･･､　　　　　　　･T　■　･･‥　‥

市後　下市　上市　商法寺　長通　蛭田　赤岸　土師神　引地　湯垣　灰出　森ケ坪　大坪
I.‥.　.･　㌧　　[:　　　7.　　..,　　.　.　　.　　　.･　　　　　▲　･　　　･　　L　　.-.･.　　　　P..L.　=

桧木　川島　原　坂東　官成　九ノ杵　蚤藤　勢芸　岸本　坪ノ内　下山手　上山手　百合野
7　　..　,　　　　　.　　　　　　1　　　　　1　　.　　　　　　　.　　　　　　　/　　　　　　　　　　　.I

山田　木船　大田　三田地　上徳定　下徳定.'Ir･　　.　　　　　　L　　　　･　　　　　　　.　　　..I;　　.　　　･･　..馬渡　外ゲ坪　高井　宮ノ馬場　竹ノ砂　高井
ト1-一■-

的場　はいの木　郷ノ尾　坂東田　岩滑　八面

･　　　　　　..　p　　　.　　　　　　　.,-　　　　　　　　　･　　　　1　　　　　　　　　　　　　　r._

下内田　宮ケ迫　片山　出水　作田口　宮本

A.　　　　　　　　　　.　　　　.　･.　　　　-･　.　　.‥　　　■　　　　　　･_　　　　,　.･

山鳥　丁田　上鴨原　大鉢　橋詰　小鉢　下鴨原
1　　　　　　　　.　　　　　　　　　　.-..　　　.L　-･　　　　　.1,.　1　　　　　　　　_　　　　　　･　　　-　　　　　　　　､稗尻　岸本　山崎　大迫　大浴　堂村　法満寺上

おか　　Ji<　る　た　　はぅま八じしし　　た　S　が　pru,　　かみ　J f　た　　なか　7　した

岡　丸田　法満寺下　多羅ケ迫　上内田　中内田

■　　　､　　　　　　.　　　　　　1　　　　=　　　●　　　　_　　　　　　　　　　　,-

三作上　三作下　川久保　外川久保　上前原

-　も　り　　.1　め　こ　そ　　ー･･l　こ　ノ　仁　　山か,-た　　か　み　こ　｣　′

江木　小森　梅古曾　下郷田　中郷田　上郷田
･､　　　L　.　　-　　　　　　　　　　　1　▲　　､　　　　　.　　　　　　1　　　.　　　　　　　一-

沖ノ上　和田上　和田中　和田下　片野　山伏

.　　　　　　･=･･　　　/　　/

宮ノ馬場　挽地
1　.T　･　　　　　　　　　　　-　　　　　-　,下前原　下川田

道祖神　吉森

r　　-　･　　　　　　　　ト　　1　　　1　　　　　　　･　1　　　　　･

釜分　大垣　中田町　小敷

.　　　　.･･　　　･　　.　　　,　　　　　　_　　　　.　　　　[

東江木　上茶屋　河原田　平田
A,　　　　　　　　　　　　　　　　-　　..　　　　　　　　　　　　,I r　.　　　　-

森歳　御樽　榎木田　上茶屋

･　　　　　　･　　　　　　　　-　　･　　　･

茶屋　河原田

･　　.　L　　　　.　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　..　　　.　　　　1　　1

大地　藤田　出口　下出口　関屋
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しものはらしもかわたおかのくちぬまがさこぽぅがさこ

下原　下川田　岡ノロ　沼ケ迫　坊ケ迫
おかばたけ　　な　か　い　　にしかと　　｣　う　た　r　　や　ま　だ　や　し　き

岡畠　中井　西角　郷太良　山田屋敷
と　　い　　もんせん　　　　　　まる　　じんでLも　　した　の　えさ

土井　門前　けさ丸　神田下　下ノ浴
みょうじんたにじんでなかふたばじんでかみはちむら

明神谷　神田中　札場　神田上　原村
ひがしうちはたけ　にしうちばたけ　　にしぎかしも　　にしぎかかみ　　にしぎかにL

東打畠　西打畠　西坂下　西坂上　西坂西
おとしもうしろがえきおとなかこうちしもこうちかみ

書下　後ケ浴　音中　河内下　河内上
はなたしもたいかみたいみのこしうえのはらおおいわ

花田　下代　上代　蓑越　上ノ原　大岩
くすがたに　　やなぎがたに　　かいさく　　いまやま　　か;かさ

楠ケ谷　柳ケ谷　開作　今山　唐笠
どうがさこ　　かわぞい　　あかまつ　　ひ･=ばら　　しもながたに　　ま　る　お

堂ケ迫　川添　赤松　平原　下長谷　丸尾
しもこいのくぽかみこいのくぽやぷがふちゆりの

下恋ノ久保　上恋ノ久保　薮ケ淵　百合野
かやばしたあらいがわ

茅場　下洗川
たにがしらじんでがたに

谷頭　神田ケ谷
おとかわあかがたお

吉川　赤ケ峠
あせんばらにしいしなへ

阿仙原西　石鍋
みつおいもはた

三ツ尾　芋畑
こそぼううちた

古曾坊　内田張肝耶

しばふねなかありいがわおおかめいわ

芝舟　中洗川　大亀岩
みじかおおのとぎたずみがはら

短尾　斧磨　駄積ケ原

かんのんかみすすみがたにあせんばらひがし

観音上　涼ケ谷　阿仙原東
あせんばらしも　　あせんば,,rかみ

阿仙原下　阿仙原上

お　た　ぎ　L L　も　　お　だ　ぎ　し　か　み　　ひpeぱた

小田岸下　小田岸上　稗畑
あかばう　　｣　う　ち　　みつくり　　か　わ　く　ぼ

赤坊　河内　三作　川久保

(図1-1　｢小字地図｣)
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然臼の読大

回　地形

大歳地区は東側の大字矢原と西側の大字
朝田に区分されており'朝田の西半分は中国山地から派生した支脈を後背地としている　(図1-2)｡この支脈は南下するにつれ

まにわ

て次第に高さを減じ'中間に阿仙原･馬庭の渓谷を作る朝田川によって東西に分かれ'東部は法満寺川により再分割され､一方は
しようい

勝井'一方は和田で終わっている｡西部の方は朝田および小郡町の仁保津高地で終わっている｡この支脈中最も高いのは相木山
(四一五･九メートル)　で西支脈中にある｡

東支脈中には秋葉山　(二六六メートル)'金山　(二四〇･三メートル)　がそびえている｡
(写真1-1)

一方'低平地は朝田東半分および矢原に

図1 -2　大歳地区の地形分類　山口県(1972)､三浦(1982) ･松尾(1998)

-一日-



大歳の自然

写真1 -1　南西部--北部の山地

あって'山U盆地の盆地床にあたり､その大半は構野川とその支流である吉敷川の河川
〓ん;八け<

氾濫原であり､両河川の堆積作用による沖積層は甲くから農地として括用された｡構野川と吉敷川の合流する岩富や三作の一帯は､常習氾荘地帯であったことを示す人きく屈曲する旧河川跡を見ることができたが､近年の圃場整備や宅地開発等によりその痕跡が見られなくなってきたo　古い民家の宅地は浸水を防ぐため水田面からl～　lメートルばかりの石垣を築いて追成されており　(写責1-2)､ある

写真1-2　石垣を築いた民家(宕富)
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写真1-3　河岸段丘(勝井)

いは自然堤防や盛り土をした高い敷地に位置しているo

また勝井･和田の丘陵周辺部には､わずかながら河岸段

丘を認めることができる｡(写真1-3)

回　気候

山口市域の気象観測施設として'大歳地区内周布町に山

口測候所が置かれている｡福岡管区気象台の下部組織として､昭和四十一年　(一九六六)　に防府市から移設されたもので､山口盆地のほぼ中央に位置する当地で市域の気象観測を続けており構内には桜の開花予想の標準木があったo

以下､気候の概観･気温･降水量･日照時間･風につい

て､主として山口測候所提供の観測資料によって大歳地区の気候を概観しようo

気候の概観　春夏秋冬の区別がはっきりした､温帯多雨

のどちらかといえば　｢瀬戸内気候区｣　にふくまれる｡晴れた日が多く､四季による寒暖の差や昼夜の温度差が比較的



大きく､盆地特有の気候も兼ね備えているo
気温一月の平均気温四度前後､八月の平均気温は二

七度前後である｡夏は日中うだるような暑さ冬は底冷えがするような寒さの日もあるo　春･秋の晴れた夜は放射冷却により涼しく感じる日があり､霧が発生することもある｡(図1-3･1-4)

降水量　年間降水量は一八〇〇ミリメートル前後で､

ナタネ梅雨の四月'梅雨の六･七月'秋雨の九月と三回のピークがある.(図1-4)　周囲の山地による貯水能力が大きいため'水不足の心配はほとんどないo集中豪雨で被害が出るのは､梅雨と台風の雨によることが多い｡
(図1-4)

日照時間　年間晴天日数は一六〇日前後であって､五

月別　平均最高･最低気温･日照時間
.･.･.･.･く'-　- (1967-1990)

山口測候所

月晴れ､太平洋高気圧に覆われる夏､秋晴れの十･十一月は月平均日照時間が多い｡(図1-3)

鳳　夏には瀬戸内海側から弱い海風が吹き､暑さをやわらげてくれ､冬には俗に｢鳳顧おろし｣

と呼ばれる北寄りの季節風が吹き'寒さにふるえる日もある｡強風は､春さきに低気圧が発達しっっ日本海を通過するときと'台風によるほかはあまり吹かないo　(図1I5)

(℃)
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図1 -4　月平均気温･降水量(1967-1990)

山U測候所

局月日=日=月月日=月4月月月
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図1 -5　季節別･年間風配固　く1976-1996)
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囚　川と生活
植野川　大歳地区に沿って流れる構野川は'昔から農耕に恵みの水を与え､この地の文化をはぐくんでくれた母なる川である｡その水源を鳳蔚山の東の金山谷に発し､宮野盆地･山口盆地を貫流し



ながら､仁保川二の坂川･吉敷川･九田川･四十八瀬川などをあわせて､山口湾に流入する二級河川である｡大歳地区には､錦川こ削田川･吉敷川･法満寺川･朝田川などの支流がある｡本流の流路は三〇･三キロメートル､流域は山口市の大部分と小郡町をふくみ三.四･八平方キロメートルで'流域面積では県下六位である｡流域面積中約三〇パーセントが低地で､河口から約二〇キロメートル上流の山口市街地で海抜二五メートルから三五メートル､大歳地区では周布町の山I測候所で海抜十六･三メートル､三作で海抜一〇･五メートルと勾配はゆるやかで､ゆったりとした流れになっている｡(写真1-4)

二十一世紀に残したい自然の県内版として選定された

写真1-4　堪野川と自転車道
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｢山口の自然一〇〇選｣　(昭和五卜九年)　の中で'川そのものが選定地になったのはこの椙野川だけ
だった｡それだけ流域の自然が豊富で､野鳥の宝庫でもあり､しかも生活の身近に気軽に利用されているからだろう｡そして'大歳地区近辺は天然記念物｢源氏蛍｣　の発生地である｡本流筋では護岸工事などのため見られなくなったが､朝田川流域では時期になると見事なホタルの乱舞が見られ

りへ､■

植野川の氾濫
河川の長さにくらべ流域が広く起伏の大きい山地を有し､山口盆地に多くの支流が集まるため､

堆積作用による肥沃な土壌をもたらした大歳地区は､古くから農耕に適した土地であったoだがその反面､低湿地で氾濫をおこしやすく､岩富(古曾坊)　のEE中家に伝わる『年中吉凶記録』によると､元禄十三年({七〇〇)～元治元年二八六四)　の一六四年間に凹畑冠水や堤防決壊などの記録が三八回もみられる｡これは平均すると約四年に一回の割合になる｡

近年では､昭和三十九年　(一九六四)　六月や､昭和四七

午(7九七二)　七月の洪水による被害が大であった.河川公園
矢原河川公園は､昭和四十七年　(l九七二)　に椙野川の

河川敷を利用して作られたD　当時､｢河川法｣　によって河川敷を利用する公園の施設には樹木･建造物を残すことはできなかったo　そのため繁茂していた樹木も伐採の対象とされていたが､付近一帯が　〟野鳥の宝庫〟　でもあり､自然を残したいという地元の人々の強い要望によって伐採をまぬかれ､現在のような緑の多い自然景観を残す公園となったo



大歳の自然

スポーツ･レクレエション活動など､市民憩いの場として多目的に利用されている｡河川公園内の樹種は三〇余種もあって自然の姿を保ちー四季折々に渡ってくる野鳥の種類も多く､県内有数の野鳥の観察地として'バードウオッチングに訪れる人も多い｡(写真1-5)山口･秋吉台自転車道
山口市宮島町を起点に､小郡町･美東町を経由して秋吉

台国定公園のある秋芳町にいたる､自転車･歩行者専用の
｢山口･秋吉台自転車道｣　が､大歳地区の植野川沿いを通っ

ている｡昭和五四年　(l九九七)　に開通し､全長三1･四キロメートル.レクレーションとしてのサイクリングやジョギング･ウオーキングに､そして通勤･通学と市民の安全道路としてにぎわっている｡(写真1-6)野鳥
日本に生息する野鳥は約五五〇種といわれ､そのうち山口県内では約三五〇種が確認されている｡

矢原河川公園付近では約一七六種が確認されておりー中流域としては国内でも珍しい場所とされ､冬季カモ類の観察には､児下でも有数の場所であるo
ヒドリガモ･マガモを中心に､コガモ･カルガモ･オナガガモ･ハシビロガモ･トモエガモなど

のカモ類のほか､カイツブリ･コサギ･ダイサギ･アオサギ＼コイサギ･･セグロセキレイ･バンなどが周年観察できる｡秋冬期にはユリカモメ･ハクセキレイ･キセキレイ･クイナなどが加わるD

また､中州の雑草地､芦原､河川敷の樹木､堤防付近の樹林では､アオジ･ジョウピタキ･ツグ

ミ･キジ･ウグイス･イカルなどを見ることができる.

熱　-～ー　_
ー　　- :　　　　　　　　　　　1　　--一一､
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しかし､近年では矢原

河川公園一体に多かったこれらの鳥も､上流に向かって分散しっつある｡

野鳥が好んで飛来し生

息するためには､気候が適していることー豊富な餌があり､それにもまして安全な環境が必要であるo



大歳の自然


